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　我が国の障がい者雇用促進政策は、全ての国民が障がいの有無によっ
て分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合う「共生社会の実
現」の理念のもとで、障がい者雇用促進法の改正が行われてきました。近
年では、障がい者の雇用安定を目的として都度改正が行われています。
　富山大学では、このノーマライゼーションの理念を推進し、職業生活にお
いても、障がい者は経済活動を構成する労働者の一員として、本人の意思と
能力を発揮して働くことができる機会を確保することを目的として、令和７年
４月に総務部グッドジョブチームを設置しました。
　現在、グッドジョブチームは室長、コーディネーター及びジョブスタッフ６名の合計８名で構成されています。
グッドジョブチームが担っている主な業務は、本学に関連する情報の収集業務、五福キャンパス各課の資料封入業務、会議室の設
営・片付け業務、購入物品の検収業務、五福キャンパス使送業務、機密文書のシュレッダー業務、会議室・ゼミ室・ロッカー室等の清
掃業務及びアーカイブズ歴史資料館に関する業務等です。
　グッドジョブチームでは、ジョブスタッフに対して各々の障がい特性に応じた配慮を行い、働きやすい環境作りや心理面でのサポー
トを心がけています。
将来的には、グッドジョブチームで業務スキルが身についたスタッフを、事務補佐員として各部署に配置することも計画しています。
　今後は、新たな業務を掘り起こし、大学業務の効率化及び経費削減に貢献するとともに、ジョブスタッフが誇りを持って業務を行
える組織となるよう努力したいと考えています。
　その他にも、五福キャンパスには、キャンパスクリーンチームがあり、19名の障がい者スタッフによる構内環境整備を行うとともに、７
月１日に高岡キャンパスにも３名の障がい者スタッフを迎え、新たに高岡キャンパスクリーンチームとして活動を開始するなど、障がい
者雇用推進に積極的に取り組んでいます。

飛騨市と国立大学法人富山大学との
連携協力に関する包括協定を締結

　2025年3月26日（水）に、五福
キャンパスにおいて、飛騨市と国立
大学法人富山大学との連携協力
に関する包括協定の締結式を開
催いたしました。
　式では、締結の概要について説
明があった後、都竹飛騨市長、齋藤学長が協定書に署名
し、包括連携協定を取り交わしました。
　また、締結後には、齋藤学長からは、引き続き飛騨市と密
に連携して、成果を挙げながら取組を継続していきたいこ
と、都竹市長からは、行政だけでは解決できない課題に、大
学の知と連携して取り組んでいくことが、住みよいまちづくり
やウェルビーイングの向上につながると考えていることなど
が述べられました。
　今後、両者は、地域の諸課題に対して、相互の強みを活か
した人的交流及び知的・物的資源の相互活用の拡大等を通
じて、地域社会の課題解決を図り持続的な発展につなげると
ともに、教育研究活動の充実を図っていくこととしています。

中国・内蒙古医科大学訪問団が
富山大学を訪問

　2025年4月21日から25日にかけて、中国の内蒙古医科大
学から臨床医学部生5名、薬学部生5名、引率教員2名の
訪問団が本学を訪れました。この訪問は大学間交流協定
に基づき実施され、学術交流と文化理解を深める貴重な
機会となりました。
　4月21日には、医薬イノベーションセンターで開講式が行わ
れ、松谷薬学部長が本学の紹介を行い、内蒙古医科大学
のスリナ教授が挨拶を述べました。その後、薬学部附属薬
用植物園の見学や富山大学学生との交流が行われ、両校
の学生たちは学術的な議論や文化交流を楽しみました。

富山大学の障がい者雇用への取り組みについて
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技藝院が大阪万博・EUパビリオンで
研究セッションに参加

　2025年5月4日（日）本学技藝院の内田和美教授、新谷仁美
講師、三上拓哉助教、そして芸術文化学部の横山天心准教
授の4名が、駐日欧州連合部の招待を受け、大阪万博・欧州
連合パビリオンで、イタリア・フィレンツェ大学のピエロ・バリ
オーニ教授らの研究グループとのセッションに参加しました。
　本セッションは、富山大学技藝院の取組と、バリオーニ教授
を中心とするEU文化財保存プロジェクトGREENART（外部
サイト）との橋渡しを狙いとしたものです。バリオーニ教授が
取り組むコロイド界面化学と文化財保存研究とを接合させる
着眼点は、本学における無形文化財保存の取組にも汎用可
能であり、さらには技藝院のデジタルミュージアム・デジタル
ファブリケーションによる文化財保存活動への接続をも見据
えた、今後の共同研究についての議論を深めました。

強心剤が「がん転移の根源」となる細胞を
封じる新機構を発見

　富山大学 学術研究部医学系 消化器・腫瘍・総合外科
の藤井努教授、附属病院 診療指導医 消化器外科 沼田
佳久医師、同薬学系 薬物生理学研究室の藤井拓人講
師、酒井秀紀副学長らの、医学・薬学共同研究グルー
プは、がん細胞に異常発現する「α3型ナトリウムポン
プ」が、元のがん組織（原発巣）では細胞内小胞に局
在している一方、原発巣から脱離して血中に移動した
「血中循環がん細胞（CCC）」では細胞膜（細胞表
面）に移動し、CCCの生存に重要な役割を果たしてい
ることを発見しました。また、強心剤として心不全治
療に利用されている「ジゴキシン」は、α3型ナトリウ
ムポンプの細胞膜への移動を阻止することで、CCCの
細胞死を引き起こし、別の臓器への転移が抑制できる
ことを動物実験で実証しました。本成果は、転移の根
源であるCCCを標的とする新たながん治療戦略の開発
に貢献することが期待されます。
　本研究は、日本学術振興会 科学研究費助成事業、田村
科学技術振興財団「The Tamura SY2 Research Project
」、富山県アカデミア創薬支援事業（アンメットメディカ
ルニーズ創薬）の支援のもとで行われたものです。
　本研究成果は、2025年5月11日（日）に、英国科学誌
「Cell Death & Disease」のオンライン版に掲載されま
した。

ENGINEインターンシップが「第8回学生が選ぶキャリアデザインプログラム
アワード2025」において地方創生賞を受賞

学生支援事業
「100 円カレー」の実施について

　6/10（火）～7/31（木）の毎週火曜日・木曜日に、コメの
価格など物価の高騰の影響を受けている学生に対して支
援を行うため、富山大学の学生支援事業として、本学のネ
ーミングライツ経費を活用し、「100円カレーの提供」を実
施しました。

和漢医薬学総合研究所神経機能学領域
教授

2025年8月23日

東田 千尋

第42回和漢医薬学会学術大会
学会賞

※他の受賞者情報はホームページをご覧ください。https://www.u-toyama.ac.jp/news-education/

富山大学附属病院 病理部
臨床検査技師長

2025年１月22日-24日

田近 洋介

経済学部
経営学科企業経営コース3年

2025年2月1日

北村 寧々

富山大学芸術文化学部
デザインコース4年生

2025年2月22日

松栄 乃愛

第27回日本図学会中部支部
奨励賞

北東アジアFuture Leadership Program
学生プレゼンテーションコンテスト優秀賞
北東アジアFuture Leadership Program
学生プレゼンテーションコンテスト優秀賞

The 29th Thai-Japanese Workshop in Diagnostic Cytopathology
Poster Contest Award (Second Prize)
The 29th Thai-Japanese Workshop in Diagnostic Cytopathology
Poster Contest Award (Second Prize)

　金沢大学・信州大学と本学の3大学が共同で実施しているローカル越境型の実践プログラム「ENGINEインターン
シップ」が、「第8回学生が選ぶキャリアデザインプログラムアワード2025」におい
て、地方創生賞を受賞しました。
　本プログラムは、2020年度より「地域基幹産業を再定義・創新する人材創出プログ
ラム『ENGINE』」の一環として、3大学が連携して実施してきたプログラムです。
　全国の1,000を超える法人・1,205件のプログラムの中から、大学連携による新しい
学びの場の創出と、実社会で通用する思考力・創造力・実行力を育む点が高く評価さ
れ、地方創生賞に選出されました。

受 賞 者 一 覧受 賞 者 一 覧 2025年1月～7月祝

学術研究部理学系
助教

2025年3月15日

Peterson Miles Isao

日本生態学会
Ecological Research 論文賞

学術研究部教育学系
准教授

2025年3月15日

成行 泰裕

地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS)
田中舘賞 
地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS)
田中舘賞 

Young Investigator Award
和漢医薬学総合研究所 神経機能学領域 助教

2025年3月17日～19日

楊 熙蒙
Undergraduate Poster Award
同 薬学部薬学科 5年生
末上 亜理沙

APPW2025（第130回日本解剖学会・第102回日本生理学会・第98回日本薬理学会 合同大会）APPW2025（第130回日本解剖学会・第102回日本生理学会・第98回日本薬理学会 合同大会）

学術研究部医学系
特別研究教授

2025年5月29日～31日

戸邉 一之

日本糖尿病学会
ハーゲドーン賞

学術研究部 芸術文化学系 講師
2025年6月6日

籔谷 祐介
人文社会芸術総合研究科 2年
安倍 ひより

日本都市計画学会2024年 年間優秀論文賞日本都市計画学会2024年 年間優秀論文賞

富山大学 医学部
医学科5年 

2025年7月28日

伊藤 蒼馬

第57回日本医学教育学会大会
優秀賞（Student Award）
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